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9. フラス トレー シ ョンがある系でのス ピン相関関数 と
スピングラスの非線形帯磁率
東大 ･理 宮下精二 ､知久哲彦
強磁性規則系には無 いス ピングラス特有の性質 を引き起 こす要因 としては ､
①フラス トレー シ ョンと② ランダムネスが考 えられ る｡ここでは ､ス ピングラ
スの特徴 として非線形帯磁率 x 2の発散の性質 を取 り上げてみる｡
ラシダム平均の効果だけを取 り入れたマチス模型においてほ､既 に 2次元強
磁性 イジング模型の厳密な性質を用いて x 2が正に発散す ることが示 されている
これは､スピングラスの性質である低温側の x 2の負の発散 を再現 しない｡そこ
で ､我 々はその方法 をフラス トレーシ ョンのある場合に拡張 し､フラス トレ-
シ ョンとランダム平均の効果で x 2が低温で どの ような振舞 いを示すか を探 る方
向で研究 を進めた｡
具体的には ､この系の x 2は ､フラス トレーシ ョンのある規則系の 2体相関関
数および 自発磁化 を用いて表現できる｡そこで我 々はまず ､フラス トレーシ ョ
ンのある無 しに関わ らず ､規則系の相関関数がある種の行列式 とい う形で厳密
に表現で きるとい う手法 を用いて､3×3のユニ ットセル をもつ規則系の任意
スピン間の 2体相関関数の計算 を実現 した ｡フラス トレー シ ョンのある下図の
ような系では ､2体相関関数は秩序 を作 るス ピン間では大 きく､浮いた スピン
との相関は ､短距匿において も非常に小 さいことがわか った｡特に相転移点付
近での相関に比べ ､低温の方で浮いたス ピンの相関が落ちているのが印象的で
ある｡これは ､この相関がゆ らぎによって誘導 されていることを示す ｡さらに
自発磁化において も､秩序を作 るス ピンと浮いたス ピンでの大きな差異が認め
られた ｡
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